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「生きいき働きたい」「生きいき働きたい」「楽しく子育てしたい」　「楽しく子育てしたい」　

ママパパ子育てアンケートにママパパ子育てアンケートに

誰だって誰だって

ご協力くださいご協力ください

　日本共産党埼玉県委員会では、誰でも「生
きいき働きたい」「楽しく子育てしたい」とい
うママ・パパの思いをアンケートで集め、国や
県に要望したいと思っています。また、2年以
上にわたって続いているコロナ禍によって子
育てにどんな影響をうけているのかおうか
がいし、ただちに対策をもとめていきます。
　子育てにかかわっている方すべてが対象で
す。ぜひ、ご協力ください。

誰だって「生きいき働
きたい」「楽しく子育

てしたい」

誰だって「生きいき働
きたい」「楽しく子育

てしたい」

新型コロナウイルス
の流行は、子育て(孫

育て)に影響しました
か？

□ とても影響した　
　□ やや影響した　

　□ あまり影響しな
かった　　□ まった

く影響しなかった

１‐２    「影響した」と答え
た方、どんな影響が

ありましたか？(複
数回答可)

□ ① 消毒やうがい
など子どもへの注意

が増えた □ ② 外
出や行事が減り、子ど

もにストレスがかかっ
た

□ ③ 学校・保育園・
幼稚園などが休みに

なって仕事を休まな
ければならなくなっ

た

  （1） 合計何日間です
か？      ( 　　　　日)

  （2） その間、休業補償
はされましたか？  

 （ 補償された　さ
れなかった ）　

□ ④ シフト変更、解
雇などによって収入

が減った □ ⑤ 児
童館、図書館などが

利用できなくなった

□ ⑥ 他のママ・パパ
（保護者）と交流でき

なくなった □ ⑦ オ
ンライン授業になっ

て良かった

□ ⑧ オンライン授
業になって大変だっ

た  □ ⑨ 家族と過ごす時
間が増えて有意義に

過ごせた

□ ⑩ 家族と過ごす
時間が増えて家事が

増えた □ ⑪ 家族から暴力
をふるわれた

□ ⑫ その他(　　　
　　　　　　　　　

　　　)

あなたは結婚・妊娠
・出産を機に仕事を

辞めましたか？

□ 辞めなかった　　
　□ 辞めた　　　□

 転職した

２‐２    「辞めた」「転職した
」と答えた方、それは

なぜですか？(複数
回答可)

□ 長時間労働で子
育てと両立できなか

った  □ 長時間通勤でお
迎えに間に合わない

　

□ 保育園・学童保育
所に入れなかった　

　  □ 育児休暇がとれ
なかった　

□ 妊娠・出産したら
仕事をやめるように

言われた　 □ その
他(　　　　　　　

　　　　　　　　　
)

●あなたとお子さんとの
関係は？ ▶　父親　

母親　祖父　祖母　
その他（　　　　　

）

●あなたの年齢は？ 
 ▶　10代　20代　

30代　40代　50
代　60代　70以上

●ご職業は？  
 ▶　正規雇用　非正規

雇用　主婦　主夫　年
金生活　求職中　その

他(　　　　)

●お子さんの年齢層は？
(複数回答可) ▶　5歳以下

　小学生　中学生　
高校生　大学生　そ

の他(　 　　　)

ネットでも
回答できます

このアンケートにお
寄せいただいたご意

見は、とりまとめて国
・県等に要望させて

いただきます。

子育て中の不安・悩
みごとは何ですか？

(複数回答可)

□ ① 「ご飯を食べて
くれない」「言葉が遅

い」など子どもの発
達・成長に関するこ

と

□ ② 子育てに不安が
あっても相談する相手

がいない □ ③ 手
助けしてくれる人が

いない

□ ④ 忙しくて自分
の時間が取れない　

      □ ⑤ 忙しくて睡眠
時間が充分とれない

□ ⑥ 子どもを安心
して遊ばせられる場

所がない □ ⑦ ス
トレスから子どもに

手を上げそうになる

□ ⑧ 経済的な負担
が大きい　   □ ⑨ その他(　　　

　　　　　　　　　
　　)

ママ・パパ子育てア
ンケート

ママ・パパ子育てア
ンケート

ネットでも
回答できます

日本共産党の提案

８時間働けばふつうに暮らせる社会に
●国が基準を定めている、介護・保育などケア
労働の待遇を国の責任で改善しよう
●最低賃金は時給１５００円に

教育費の負担減らそう
●学校給食の無償化をすすめるなど、本当の
義務教育無償化を
●私立高校の負担を減らし、高校教育の無償
化をすすめていこう
●高すぎる大学・短大・専門学校の学費をすみ
やかに半額へ。高等教育の無償化をめざそう

子どもが大事にされる保育環境を
●低すぎる国の保育士配置基準を倍化して、
少人数の保育環境を

お金の心配なく、子育てできる社会に
●子どもの医療費無償化を広げよう
●児童手当の支給を１８歳まで引き上げを
●児童扶養手当・就学援助の拡充が必要

ジェンダー平等の日本へ 政治の転換を
●男女賃金格差を是正させよう
●選択的夫婦別姓、ＬＧＢＴ平等法を実現し、多
様性が尊重される社会をつくろう

子育てを応援する
やさしく強い経済へ
子育てを応援する
やさしく強い経済へ

アンケート用紙をお
配りしています



　長時間労働、低い賃金、非正規労働者の

多さなど日本の労働環境は、ママもパパも

働き続けながら子育てする権利をうばって

いるのではないでしょうか？

　子どもの医療費が無料となる
年齢を拡大してほしいというの
は子育て世帯の切実な願いで
す。こうした願いにこたえて全
国の91％の自治体が15歳以上
の子どもまで医療費(通院)を無

「子育て」と「仕事」が
両立できないのは
日本だけ？

「子育て」と「仕事」が
両立できないのは
日本だけ？

埼玉県は…
●子育て期の男性の就業時間が全国で4番
目に多い
●就業を希望する女性は全国第4位と多い
(以上、総務省「平成29年就業構造基本調査」)

●全国で6番目にＭ字カーブ（女性就労の落
ち込み）が深い（埼玉版ウーマノミクスプロジェクト2020年）

子ども医療費無料化にたいする
ペナルティー廃止へ
子ども医療費無料化にたいする
ペナルティー廃止へ

料にしています。(2019年4月1
日現在)
　さらに、多くの自治体は病院
での窓口負担なしに医療がうけ
られるよう努力しています。とこ
ろが国はこうした自治体に対し
て、『波及増』(＝医療費増大)へ
のペナルティーとして国からの
負担金を減らす措置をとってき
ました。

　この問題を2015年3月10日
にいち早く国会でとりあげたの
が日本共産党の梅村さえこで
す。その後、就学前についてはペ
ナルティーが廃止されました。引
き続き、ペナルティーを全廃した
うえで国として制度化し、全国
どこでも18歳まで医療費が無
料となるよう求めていきます。

労働時間

非正規労働者
の割合

日本
ドイツ フランス イギリス

時間 時間 時間 時間

15.8%39.8% 13% 6.4%

2021 1652 1425 1697

内
閣
府「
男
女
共
同
参
画
白
書
」か
ら
作
成

「
労
働
力
率
」は
15
歳
以
上
の
人
口
に
占
め
る
労
働
力
人
口
の
割
合

賃金減は
先進国で日本だけ

梅村さえこ 元衆議院議員


